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基 研 研 究 部 員 会 議 報 告
議長 中野蔦夫､']､野周､田中正

ELIJ.j#紬 名 運営委員｡17名軌 ｡名,研究鯛 糾 名朝 鼻で基晶,'･l義孟墨
22名,所員(7名中)7名,obBerVer2名

1 議長徳報告

伸 研究計画提案決定のあb方について〉

･eeもin 舜
Informal Trieetin

初 に 行 い 内 容 の 議 論 をする. fc)rma l な 議 題 で 大

体 の枠 づげ をし､個々の予算は世話人の話 し合いで案を作 る｡

決定のときは報告に対 して全員で検討する｡

回 祝賀パ ーティの件

2月 18′E∃ (金) p.a.6.00- 8.00楽友会商にて

●
なおパ-ティ欠席の研究部員会議構成 メンバーか らは記念品代を頂 く O

記念品は け置時計 打と決定 (-ただ しJec昏叉 時計〕

再 基研職員研修旅行の件

今年度 5名行なった｡

良い結果が碍 られているので今後 も他 の人を計画したh c.

2 基研報告

人事 (ユ0月以降の移動のみ)

河原林研 11月 1日付助教授に (東大教養 よb)

片山泰久 11月 1日付京大工学部原子核工学へ

星噂憲夫 (予定〕 3月 1日付 ク 助教授

ア トム塑

江夏 弘 (立命大､教授) 10月よb6ケ月

鳴海 元 (広大理 '̂ 〕 10月よb3ケ月

植村昌平 (名大理､助手) 11月頃 1ケ月

田中友安 (AmericarlCatholicUni.教授) ま2月頃 1ケ月

木下紀正 (東大理､D2〕 11月半ばから1ケ月
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鎗

大貫轟郎 (名大理､助教授〕 2月 1ケ月

覇靖外人

H･Haken(シエ ツットガル ト理論物理学研究所)

仔.Lamdauer(工nStまtuも fむ plasmaphysik〕(3ケ月)

K.FTiedrichs(NewYorkUヱ豆V･〕

M.Lax(BelユTeユephoneLab･)

R.Phiユユips(Stanfor¢Univ.〕l

Y.a.Kin(BellTelephoneLab･)

3月予定

LaもteS(サンパウロ大学敏捷)

3 外人霧碑

42年度予定

B･軸repsen即OrditJa) (3ケ月) (A･Bohrの弟子 )

A.･Bohr(Cope三ユbagenj (1ケ月)

H.Beもhe(CoTnelD (1)

M･Baranger(TJCLA)tl)

A.de･Shali七(Wei2mar).n Insも.)

〇･Bloch(Sacla野)(i)

Nユame(臼arwelユ)(刀

E･Wigner(Princeton)(13 ･1,i

原子核国際会議出席

B点･Wiユson(Caユgary)(3巨 宇宙線関係

凱畏eisenbeTg･･･滞在費は不要 学振,仁科､瀞川財団援助

(4月 16日～5月 15日〕

B.Vitaユe(6ケ月)

Laverick(kNL)(1ケ月)低温国際会議出席 (4.9- 15)

P･T･Ma'ut･bews(Imperial(〕oliege)

A.T･Lea(Copenhagen Ins七.)

軋員･Roffman(PTinceもOn高等科学研究所〕

○金額は無理なので基研で適当にアレンジして来て誘く｡
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葦甥 駄 - 力学の国際去議があるのでお願高 三0
04月の学会のときに中国人を招待する'予定が少 し遅延 したO

京大外人宿舎の件

(事務長)外人宿舎が完成 した｡家族周居室 6 ∴夫婦用居室 6 単身用居室

3

使用料月額 (光熱費含む)家族用 23,100円

夫婦用 18,900円 独身用 9,000円

使用する場合には早 目に手続 きを完了 したい . 又 ユケ月単位でない と､滞

在費(J7)予算と直結 しているĴはむつか し恒 ｡

3′ 新研究部員承認

O素粒子論関係の研究部員選挙の管理に当った事務局よb､受領者数 より投

票数が多Lへ大学があったので､これ をi.･Jlかにすべきかとの申し出があれ

それに対 して討論が行なわれた結果､今回の選挙は有効と認めるむとも竿な

った｡但 し選挙のやb方に関 しては藩論の余地があるので次の選挙迄に部

員会の讃題 とするように申し送る,,

従って新研究部員は次のようになる｡(任期 L星2･4･1- 44･3･31)

素粒子論関係

池田 清美

広重 昇

丸森 秀夫

猪木 藤治

山本 邦菜

飯塚董五郎

植原 正行

西島 和彦

藤井 寛治

原 康夫

大観碍-郎

(11名〕 (碍票膳〕

(東大埋〕

(広大理〕

(九大埋〕

(東大理〕

(阪大教〕

(金衷薮)

(九大葦里)

(東大理)

(北大理)

(乗数大理)

(九大理)

物性関係 (5名)
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中島 貞雄 (東大物性研)

選択 遵 (,/ ,y 〕

富田き和久 (京大理)

守谷 亨 (東大物性研〕

三歯 痛 (坂大理)

･研究計画に関する 工nfor皿aユmeeも土ng

素粒子論関係 (座長小川〕原子核関係 (座長安野)物性関係 (座長算用)

に分れて説明 ･討論が行われた C>

4 Informalmeeもing報告

42年度に予想され る員等旅費 670万円

研究部貞会議運営委員会 110

自由研究費 30

研修旅費 5

~ア トム塾 奨学生的な もの 60

談話会

長期 ･短期 40+α

1()+β

計 255+α+β

数万

を差引 (と415-(a+め

従って今回決定すべ き金額は

頂 5-(a･PH x号 -28㌔Rri (α+Pj

校費は 330万円

330×‡-220万円
となるO今回応募の旅費請求総額は 6-76万円

ク 校費 ク 141.3万円

であった ｡
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6 研究計画決定 日は要求額

∫

-

長

期

研

究

-～-
J/
～

･･
壷

期

研

究

1--

～

1
＼
√モ
レ

キ

Jri
I

ル

.t.･･!
/

T頭首 右京百千のよ.56こ決定 したO長 .盛期所属~も｣由琴哀 したO
l 研 究 会 名 旅 費 校 費 - 備 考

‥素粒子 の模型 と構造 20万円.(45).30万円.㈱5(フナリシス雷慣10(計算蟹〕

高エネルギ｣素粒子反応ま宇宙塵 .加速器領域における素粒i 子物理学 15L (30)15 (35)

ぎ雲慧霊孟慧完悪霊朋i 17 (35)-5 (28j .
-凍 子核におけ る‥''連体相関 :13 (15)

･2.宇宙線に よる素粒子の研究 7 (2(》

js行列 と対称性l 25 (5(》

さ相転移 3.0.,, (47j

12 .(i5) ユ5(計算牽)2(印刷蛍〕

工N○nユepもcnicdecay 15 LC25)

;_素粒子の時空記述 10 (15〕

三日ig.berResonaヱTI｡eLp｡lariL7,edTa.rg銅 を用レ1た素i亨 粒子 .原子核 10 (20)18 (25)

.塵の進化r 20 (35)

ミ原子額国際会議の準備Ili967年核構造国際会議の為のサ4∋ マ-えク-ルー 30 (S ODO C30)

呈多体問題 15 (40)
相対論的 2体方程式による核力の 30万昏憤壌)

分析 2P万 (賃金〕

萩序無秩序現象の電子薮東棟に■よ仁るSimllla揖on 5 (103 6.3(置免テ-プ)

生体高分子 の 打電子論 Lri .(L 2) 5(計算歯) トム型をこも.ト

lGeV前後の強い相互作用 5 ~(1(D5 (Ql2 '3) 1年(計算額j

計 3-19万円 151･.3万円
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5 ア トム塾の運営について

p41餐慶後半に試験的に短期 (1ケ月)の制度をおきやってみた (16万円)

短 ･長期 (3-6ケ月〕合わせて (40+ α〕 万円あれば何 とか 42年度は

:運行できると思 う｡ (皿土n)

o大学院の学生の短期ア トムが増える可能性がある｡

･判断がむつか Lho E /

･もともと忙 しいスタッフのためにもうけた制度ではないかO

･学生が しば らくよそへ行 (ことは非常に有効だか ら大いに利用させるべ き

だ.,

･若い人には費用は旅費宿泊費位でアシのでなh確定でよい ｡ _

･場合によっては談話＼会に来て頂 くことも考えられる｡

･人選,替周につtvlては基研所員会に任せる｡

7 任期簿射こついて

アンケートをとった結果返事は研究機関 7､旧所員 6であったOそのまと

めの報告と意見は大体次のようになる｡

o任期制には､大部分が賛成であるが､教授などは少 しゆるくしても良いので

ではないか ｡

O地方の場合には､特色を作る必要上あまb横髄的ではない.

o佳宅間蘭 を何とか解決出来ないかO共同利周所であるとか､任期があると

vlうことで､公務員住宅の優免や交代が不可能か､又研究所の住宅を持て

ないか0 . 1

0億が動かないとや射ニ(いが,基所は現状を綾子等してほ しい｡

(提案〕

D.Ci.をもつ国立大学に於いては次のことを申し合わせたらどうか,J

①自分の大学の卒業生をスタッフとして採.用 しなho

②内部昇格の回数に制限をつける｡

このことを次の研究部員会議で議論する｡任期の切れる研究部員はそれにつ

いての意見を出すこと､と決定0
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8 国公私立大学間の流動につhて .l一

国公私立 の大学間を転職 した場合に､給料の息､一風給､退職金等の問題が

あるので､ 自由な交流をさまだげているとレ､う意見が前回の研究部員会議で

指摘され､具体的な問題点を調べるために小委員会が結成掌れた｡(中野､町

田､川口､高木)

小委員会か らの報告

冊 公立小国立､ 私立小国立 へ移った時それまでの経験年数がフルに

数え られず ､ 一部分を 2/3ヰこ教え られたbすることがあるO

(2) 住居の問題

(3) 恩給および退職金は異私立問ではひきつがれない,

英国､米菌の例では､国立､私立の大学が同一の廉済組合に加入 してhて

そこに加入 している大学間を移動する場合虹は‥取捨Li退蔵金はひきつがれ

る｡

これらの問題点を改善 して もらうために,学術会議の待遇委員会に主旨を

伝える役 目暫 し､又次の研究部員会議までに具体的な要望案を検討するため

の委員会を結成､'て小野､古市､川口〕

9 霞醗交流について

(報告) (小野)アンケ ･-トをとった結果をまとめた3(資料参照)

これに対 して意見がh fつか出された｡

○政府に大帝な予算要求を行お うではないか｡

〇二イン叫テツト叫 ,,I.Tを出 して文部省か ら何人かの枠で金が出る場合がある ｡

O研究者が自主的にコン トロー-/i,できるところが必要｡

o外包人の滞在費と共に旅蛍を請求すべ き-･概算賓求で毎年出している｡

その他いろいろ議論された｡(略)

10 将来計画関係 L

高木､小川､安野 3氏か ら素粒子研究所 (仮称)その他についての報告が

行われ､それにつし1て質問､議論が出された.(略)

1ユ その他

①計算センターの予算の件
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(小野)今まで機械の6倍の能力をもつ 5020-蛋運転､最近は非常に混んで

hる｡

41年度.は国立だけ 料金 5020-E 200円 /蝕in

5020 100/min

公私立は無料 ､上京の折の特典 もある｡

(田中-〕チェックプログラムが開発された O

㊥基研助教授の人事について

(藤川)∵星崎氏が 3月 ユ日付で工学部-行かれることになった｡ 後任の性格

について議論 して頂 きたい ｡

これにつ伍て若干の意見が出されたが､分野蜘 恵軒での素粒子論ということになった0

6)秋の物理分科会につし1て

谷川氏 よお､神戸大学に会場 (素､原 ､ 字)が決っているが､生物

の方とあ たので他に考えられないかとの相談が出されたo

以上 (文責寒竹康江)

プ レプ リン ト案 内

〔東大教養学部物理教室〕

･C.P.Enz:One-Pa二TもicleDensil豆eLS,ThermalPropaga_tiolland

SecondSoundlnDielecもricC廿ystals.

旗 視 携 %]agneticalユy｡｡｡pled冒,i工lIm,lユTitiesinFe,rI･｡mag:_

net,a(質.Callenーa工1drung-Li鞄ng)

･SpinDevial豆onProt玖bili.tiesinOrdeTedlWagnetic胞 もerials

Lfierher.ち Clalユen)

･Currenも-Sもriction打- AMecbanis皿OfEleC)I.Tosもricもionin

娩ny-ValleySemiconduc･tOrS軒hilユippKoTnTeicb)

-53 5 ⊥


